
広　　報

2010.4
ものづくりって楽しいね〜子どものための木工教室〜



広報さむかわ　2010. 4. 2

特　集

町
長
に
就
任
し
て
以
来
、

「
ク
リ
ー
ン
で
透
明
な

町
政
の
実
現
」
を
目
指
す
と
と

も
に
、
無
駄
を
省
き
、
改
善
で

き
る
も
の
は
す
ぐ
に
で
も
改
め

る
と
い
う
姿
勢
で
行
政
改
革
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年

度
の
事
業
仕
分
け
に
続
き
、
本

年
１
月
に
は
、
町
民
や
学
識
経

験
者
な
ど
で
構
成
す
る
外
部
評

価
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
外
部

の
客
観
的
な
視
点
か
ら
行
政
評

価
を
す
る
こ
と
で
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
向
け
、

行
政
改
革
を
よ
り
一
層
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
直
面
す
る
財
政
危
機
を

乗
り
越
え
る
た
め
、
昨
年
４
月

に
緊
急
財
政
対
策
会
議
を
立
ち

上
げ
、
大
幅
な
財
源
不
足
が
見

込
ま
れ
る
平
成
22
年
度
と
平
成

23
年
度
の
２
カ
年
度
に
お
け
る

財
源
不
足
解
消
の
た
め
、
「
緊

急
財
政
対
策
基
本
方
針
」
を
定

め
、
財
源
確
保
策
や
各
事
業
の

見
直
し
等
の
検
討
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

支
出
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
ず
わ
た
し
を
は
じ
め
、

職
員
全
員
の
人
件
費
を
削
減
し
、

経
常
経
費
の
精
査
を
行
い
、
委

託
な
ど
に
つ
い
て
も
職
員
で
極

力
行
う
こ
と
と
す
る
な
ど
の
検

討
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

財
源
不
足
の
解
消
に
は
至
ら
ず
、

既
存
事
業
の
縮
小
・
休
止
・
廃

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
寒
川
町
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
状
況
を
し
っ
か

り
と
見
極
め
な
が
ら
時じ

宜ぎ

を
失

す
る
こ
と
な
く
適
切
な
対
応
を

図
り
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
次
の
世
代
に
明
る

い
未
来
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、

町
民
・
企
業
・
行
政
等
に
よ
る

一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
、
共

に
考
え
、
協
力
し
合
え
る
大
き

な
力
を
生
み
出
し
、
新
し
い
寒

川
の
魅
力
や
活
力
を
創
造
し
て

い
き
ま
す
。

　
第
１
回
町
議
会
定
例
会
は
２
月
25
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

山
上
貞
夫
町
長
は
、
４
つ
の
重
点
施
策
を
基
本
と
し
た
平
成
22
年
度
施
政
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。

特
集
①
　
平
成
22
年
度
施
政
方
針

経済危機を乗りきるために
緊急財政対策基本方針をもとに

事業の選択と集中を
平成22年度

施政方針　※一部抜粋
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町
政
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方

先
人
た
ち
の
英
知
と
努
力

を
教
訓
に
、
寒
川
を
愛

す
る
気
持
ち
や
伝
統
、
誇
り
を
、

我
が
子
、
我
が
孫
に
つ
な
ぎ
、

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
て
い
き

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
、
豊
か

な
自
然
を
守
り
な
が
ら
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

町
の
最
高
規
範
と
し
て
の
自

治
基
本
条
例
の
目
指
す
自
治
の

基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
町
民
・

企
業
・
行
政
等
に
よ
る
協
働
の

取
り
組
み
を
一
層
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

危
機
的
な
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
・
財
産
を
守
る
施
策
を
最

優
先
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

直
面
す
る
財
政
危
機
を
乗
り

越
え
る
た
め
、
財
源
の
確
保
と

徹
底
し
て
無
駄
を
排
除
し
、
よ

り
堅
実
な
財
政
計
画
に
基
づ
い

た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

自
治
体
と
し
て
は
、
総
合
的

な
判
断
力
、
組
織
と
し
て
の
団

結
力
、
迅
速
な
行
動
力
を
高
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
時
代
の
潮
流
に
対
応
で

き
る
経
営
感
覚
や
政
策
形
成
能

力
、
説
明
・
交
渉
力
を
習
得
し
、

町
民
が
真
に
必
要
な
町
職
員
と

な
る
よ
う
、
人
材
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

町
の
重
点
施
策

学
校
施
設
の
耐
震
化
の
推
進

　

本
年
度
の
学
校
施
設
の
耐
震

化
に
つ
い
て
は
、
町
立
小
谷
小

学
校
お
よ
び
町
立
旭
が
丘
中
学

校
の
耐
震
化
工
事
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
学
校
施
設
の
耐
震

化
率
が
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
た
施
策
の
推

進
　

防
火
啓
発
や
災
害
に
お
け
る

消
防
活
動
の
円
滑
化
の
た
め
、

宮
山
消
防
分
団
の
消
防
車
両
の

更
新
を
行
い
ま
す
。

　

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

旭
橋
歩
道
整
備
工
事
等
を
行
い

ま
す
。

　

夜
間
の
犯
罪
や
事
故
防
止
の

た
め
、
適
所
に
防
犯
灯
を
新
設

し
て
い
き
ま
す
。

　

小
児
医
療
費
助
成
事
業
、
重

度
障
害
者
等
医
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
施
策
推
進
に
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。

寒
川
駅
北
口
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業

　

昨
年
度
か
ら
工
事
着
手
し
た

「
寒
川
町
の
顔
」
と
し
て
の
寒

川
駅
北
口
駅
前
広
場
と
、
１
号

公
園
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
22
年
１
月
31
日
現
在
の
仮

換
地
指
定
率
は
87
・
８
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。

（
仮
称
）
広
域
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業

　

広
域
に
よ
る
ご
み
処
理
と
循

環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
茅
ケ
崎
市
と

共
同
し
、
（
仮
称
）
広
域
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
を
２
年

間
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

町民の生命・財産を
守ることに重点を置いた

施策の推進

寒川駅北口地区
土地区画整理事業

（仮称）広域
リサイクルセンター

建設事業

学校施設の耐震化の推進

平成22年度重点施策
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平成18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（億円）
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ま
た
国
や
県
か
ら
の
各
種
交
付
金

も
、
軒
並
み
前
年
度
と
比
べ
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ

る
収
入
減
を
補
う
た
め
、
財
源
不
足

を
補ほ

填て
ん

す
る
地
方
債
で
あ
る
臨
時
財

政
対
策
債
を
７
億
円
（
前
年
度
比

１
億
５
５
７
万
円
増
額
）
借
り
入
れ

る
な
ど
し
て
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

自
主
財
源
と
依
存
財
源

　

自
主
財
源
と
は
町

税
な
ど
町
が
直
接
徴

収
、
収
納
で
き
る
も

の
で
、
用
途
は
町
独

自
に
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

依
存
財
源
と
は
国

や
県
な
ど
に
依
存
し
、

そ
の
使
途
が
国
や
県

が
決
め
る
基
準
で
具

体
的
に
決
め
ら
れ
て

い
て
、
町
の
裁
量
が

制
限
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

一
昨
年
か
ら
の
世
界
的
な
経
済
情

勢
の
悪
化
は
、
引
き
続
き
寒
川
町
の

財
政
状
況
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

収
入
の
大
半
を
占
め
る
町
税
は
、

個
人
町
民
税
が
３
億
８
１
５
０
万
円
、

法
人
町
民
税
が
３
億
７
４
２
万
円
の

減
収
見
込
み
に
な
る
な
ど
、
全
体
で

６
億
９
０
０
３
万
円
の
減
収
見
込
み

（
前
年
度
比
７
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、各
事
業
を
大
幅
に
見
直
す
中
、「
町
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
事
業
」
を
重
点
に
推
進
し
て
い
く
緊
縮
型
予
算

と
し
ま
し
た
。

特
集
②
　
平
成
22
年
度
予
算
特
集

世界的な経済情勢悪化の影響で
町民税は約７億円減収（前年度比）

（　）内は構成比

最近5年間の町税収入の推移（当初予算額）

　平成19年度に税収が増えたのは、所得税（国）から住
民税（地方自治体）へ税源移譲があったためです。
　しかし、20年度以降、世界的不況の影響を受け徐々に
税収は減り続けており、22年度は大幅な税収減となる見
込みです。このように経済情勢の変化が、強く税収に影響
を与えているかが分かります。

収
入
に
は
町
が
自
主
的
に
得
る
自
主
財
源
と
国
や
県

な
ど
か
ら
得
る
依
存
財
源
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

収
入

80億
3,850
万円

84億
8,994
万円

91億
7,940
万円

90億
6,940
万円

87億
2,853
万円

収入額
129億4,300万円

依
存
財
源
（2

8.4
％）

自主財
源

（
7
1
. 6
％

）

町税
80億3,850万円
（62.1％）

町債
10億6,470万円
（8.2％）

国庫支出金
11億9,362万円
（9.2％）

県支出金
6億8,416万円（5.3％）

地方譲与税
1億2,900万円（1.0％）

地方特例交付金
6,800万円（0.5％）

自動車取得税交付金
6,700万円（0.5％）
利子割交付金
1,600万円（0.1％）

交通安全対策特別交付金
900万円（0.1％）
配当割交付金　300万円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金
300万円（0.0％）
地方交付税　100万円（0.0％）

諸収入　3億7,464万円（2.9％）
繰入金　3億2,400万円（2.5％）

繰越金　2億8,000万円（2.2％）

分担金及び負担金
1億2,515万円（1.0％）

使用料及び手数料
6,587万円（0.5％）

財産収入
3,972万円（0.3％）

寄附金
664万円（0.1％）

地方消費税交付金
4億5,000万円（3.5％）
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平成18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（億円）

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
緊
急
財

政
対
策
会
議
が
決
定
し
た
「
緊
急
財
政

対
策
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
た
予
算
編

成
方
針
が
町
長
よ
り
示
さ
れ
、
「
町
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
事
業
」
は
引
き
続
き
推
進
し
て
い

一般会計当初予算額　129億4,300万円
前年度比11億9,800万円（8.5％）減額の緊縮型予算

各特別予算の当初予算額

各特別会計名 平成22年度当初 平成21年度当初 増減率

国民健康保険事業 52億6,145万円 51億4,499万円 2.3％増

老人保健事業 32万円 2,887万円 98.9％減

後期高齢者医療事業 ５億6,626万円 ５億8,487万円 3.2％減

下水道事業 14億6,804万円 16億8,594万円 12.9％減

介護保険事業 21億698万円 20億9,371万円 0.6％増

（仮称）健康福祉総合
センター用地取得事業 7,833万円 8,892万円 11.9％減

※老人保健事業特別会計は、老人保健制度が後期高齢者医療制度へ移行したことによ
り、これまでの精算処理のみを行っており、平成22年度をもって事業を終了します。

最近5年間の一般会計当初予算額の推移

（　）内は構成比

支
出

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
切
な
税
金

（
収
入
）
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
支

出
）
の
た
め
に
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
。

き
ま
す
が
、
各
事
業
の
大
幅
な
見
直
し

な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
緊
縮
型

予
算
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計

　

一
般
会
計
は
主
に
税
金
を
中
心
と
し

た
収
入
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
特
別
会
計
は
、

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
の
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
で
、

運
営
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
ま
す
。

129億
4,300
万円

141億
600
万円

142億
5,200
万円

137億
5,300
万円

141億
4,100
万円

支出額
129億4,300万円

議会費
（議会運営のために）
1億8,480万円（1.4％）

労働費
（勤労者の生活安定などのために）

1億1,423万円（0.9％）

農林水産業費
（農林業の振興のために）
1億1,465万円（0.9％）

商工費
（商工業・観光振興のために）
1億4,933万円（1.2％）

消防費
（消防や火災予防のために）
5億5,028万円（4.2％）

教育費
（学校や生涯学習のために）
13億6,530万円（10.5％）

公債費
（町債やその利子の返還ために）

13億921万円（10.1％）

予備費
（緊急時に備えるために）
5,000万円（0.4％）

土木費
（道路や街づくりのために）

22億5,486万円
（17.4％）

総務費
（行政運営のために）
14億9,858万円
（11.6％）

民生費
（福祉・医療のために）
39億3,401万円
（30.4％）

衛生費
（ごみ処理や病気予防のために）
14億1,775万円
（11.0％）
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性
質
別
に
見
た

支
出
の
ポ
イ
ン
ト

①
人
件
費
は
、
職
員
退
職
手
当

組
合
負
担
金
が
増
額
し
た
も
の

の
、
町
長
を
は
じ
め
職
員
の
給

料
、
諸
手
当
等
、
職
員
福
利
厚

生
費
を
減
額
し
た
こ
と
に
よ
り
、

全
体
的
に
は
減
額
と
し
ま
し
た
。

②
扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
の

創
設
に
よ
り
大
幅
な
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

③
補
助
費
等
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
運
営
費
補
助
金
や
商
店
街

街
路
灯
等
設
置
料
補
助
金
な
ど

を
減
額
し
ま
し
た
。

④
普
通
建
設
事
業
費
は
、
広
域

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
や
小
谷
小
学
校
教
室
棟
耐
震

補
強
工
事
、
防
火
水
槽
新
設
工

事
な
ど
で
増
額
し
た
も
の
の
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
事
業

や
寒
川
中
学
校
北
棟
大
規
模
改

修
工
事
・
耐
震
補
強
工
事
、
田

端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
工
事
、

寒
川
駅
北
口
駅
前
広
場
用
地
買

収
な
ど
が
完
了
し
た
た
め
、
全

体
と
し
て
は
減
額
と
し
ま
し
た
。

人件費や普通建設事業費を抑制
扶助費は子ども手当創設で増額

支出のことばの解説
義務的経費　家計における住宅ローンの支払い
のように、その支出が義務づけられているもの
で、任意に削減することが難しい経費
投資的経費（普通建設事業費）　その支出の効
果が資本形成に向けられ、施設など将来に残る
ものに対して支出する経費。道路や学校、公園
などの整備にかかる費用など
人件費　職員の給料や退職手当などにかかる費用
扶助費　子ども手当や小児医療助成などにかか
る費用
公債費　過去の借入金の返済にかかる費用
物件費　役場庁舎や施設の運営などにかかる費用
繰出金　一般会計から特別会計へ支出する費用
補助費等　補助金や負担金、税金の還付などに
かかる費用
維持補修費　施設の補修などにかかる費用

「
何
に
い
く
ら
使
う
か
」
を
示
す
性
質
別

か
ら
見
た
お
金
の
使
い
方
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

性
質
別
支
出

（　）内は構成比

積立金
289万円（0.0％）

貸付金
1億3,967万円（1.1％）

維持補修費
2,387万円（0.2％）

予備費
5,000万円（0.4％）

補助費等
4億1,715万円（3.2％）

経
費（11.2％）

投資的

そ
の
他
の
経
費
（3

6.4
％）

義

務
的
経
費
（5

2
.4
％
）

支出額
129億4,300万円

人件費
32億1,805万円
（24.9％）

扶助費
22億6,107万円
（17.4％）

公債費
13億921万円
（10.1％）

普通建設事業費
14億4,781万円
（11.2％）

物件費
22億2,464万円
（17.2％）

繰出金
18億4,864万円
（14.3％）
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収　　　　入 昨年度と
の比較　 支　　　　出 昨年度と

の比較　

給料
（町税・施設使用料など）

自
　
主
　
財
　
源

81億437万円
（313万円）

食費
（人件費） 義

務
的
経
費

32億1,805万円
（124万円）

貯金の取り崩し
（繰入金）

３億2,400万円
（13万円）

医療費など
（扶助費）

22億6,107万円
（87万円）

前年からの繰越金
（繰越金）

２億8,000万円
（11万円）

ローン返済
（公債費）

13億921万円
（51万円）

その他
（預金利子など）

５億4,615万円
（21万円）

家の増改築費
（普通建設事業費）

投資的
経費　

14億4,781万円
（56万円）

仕送り・借金 昨年度と
の比較　

光熱水費・消耗品
（物件費）

そ

の

他

の

経

費

22億2,464万円
（86万円）

実家からの仕送り
（国県支出金等） 依

存
財
源

26億2,378万円
（101万円）

子どもへの仕送り
（繰出金）

18億4,864万円
（71万円）

借金
（町債）

10億6,470万円
（41万円）

自治会費・サークル費など
（補助費等）

４億1,715万円
（16万円）

合　計
129億4,300万円
（500万円）

友人に貸すお金
（貸付金）

１億3,967万円
（5万円）

緊急時に備えた蓄え
（予備費）

5,000万円
（2万円）

家の補修費
（維持補修費）

2,387万円
（1万円）

（　）の中の金額は、年
収５００万円の家庭に
置き換えた場合の額に
なります。

貯金
（積立金）

289万円
（1万円）

合　計
129億4,300万円
（500万円）

●家計簿を見る７つのポイント●
①町が自主的に徴収・収納でき、その使い道が独自に決めることのできる自主財源は、約72％あ
り、昨年より約４％少ない割合となっています。
②食費や医療費、ローンの返済は必ず払わなければいけないものなので、義務的経費と呼びます。
この義務的経費が予算に占める割合が高いと、「予算が硬直化している」と言われます。
　寒川町の場合、義務的経費は約52％です。
③給料にあたる町税・施設使用料などは、経済情勢の悪化により昨年度に比べて約８％にあたる約
７億円（27万円）下がりました。
④家の増改築費は、先送りできないものを優先し、必要最小限度としたため、昨年度と比べ約10
億円（37万円）減っています。
⑤医療費などは、子ども手当支給事業が新設されたことなどから、約４億5,000万円（17万円以
上）も増額となりました。この増額分に対応して、国県支出金も増えています。
⑥ローンの返済は、過去に借りた分の元金返済が始まり、約3,200万円（１万円）増えました。
⑦社会全体の経済情勢が悪く、回復が遅いため、給与が下がった分、家の増改築費を「生命財産を
守るために」真に必要な部分のみとし、補修費、光熱水費などを切り詰めました。

寒川町の予算を寒川家の家計簿に例えてみると…
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123

124

125

126

127

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

町
が
抱
え
る
借
金

　

平
成
22
年
度
末
の
一
般
会
計
の
借
金

残
高
（
見
込
み
額
）
は
、
約
１
２
６
億

６
８
０
０
万
円
で
、
町
民
１
人
あ
た
り

に
換
算
す
る
と
26
万
５
３
６
０
円
で
す
。

　

税
収
が
落
ち
込
む
中
で
、
普
通
建
設

事
業
は
学
校
の
耐
震
化
工
事
や
寒
川
駅

北
口
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
、
広
域

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
な
ど
、

先
送
り
で
き
な
い
事
業
を
優
先
し
、
必

要
最
小
限
度
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成
22
年
度
に
借
金
す
る
額
は
減
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
末
見
込

み
残
高
は
１
９
０
０
万
円
増
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
下
水
道
事
業
特
別
会
計
・
（
仮
称
）

健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
事

業
特
別
会
計
を
含
め
た
借
金
残
高
は
、

約
２
２
２
億
３
４
０
０
万
円
で
、
町
民

１
人
あ
た
り
46
万
５
７
４
１
円
で
す
。

平
成
21
年
度
末
残
高
見
込
み
額
よ
り
約

３
億
６
千
万
円
減
り
ま
し
た
。

町
が
蓄
え
て
い
る
貯
金

　

平
成
21
年
度
末
の
町
の
純
粋
な
貯
金

（
財
政
調
整
基
金
）
の
残
高
見
込
み
額

は
、
約
６
億
９
５
８
８
万
円
で
す
が
、

平
成
22
年
度
に
２
億
６
９
０
０
万
円
を

取
り
崩
し
、
約
68
万
円
（
利
子
分
）
を

積
み
立
て
る
予
定
な
の
で
、
平
成
22
年

度
末
残
高
見
込
み
額
は
、
４
億
２
７
５

６
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

自
治
体
貯
金
の
目
安
と
し
て
、
予
算

規
模
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
が
望
ま
し

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寒
川
町
の
現
状
は
１
２
９
億
円
の
予

算
に
対
し
て
約
４
億
円
の
貯
金
で
、
予

算
規
模
の
３
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。

先
送
り
で
き
な
か
っ
た
り
、
緊

急
性
が
高
か
っ
た
り
す
る
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
借
金
な
ど

を
し
て
収
入
不
足
を
補
い
ま
す
。

借
金
と
貯
金

平成22年度末時点で町民１人あたり
約27万円の借金、約9,000円の貯金の見込み

貯金残高に対する繰入金投入額

町の借金残高の推移（一般会計）

※平成22年２月１日現在の人口　47,739人で算出

（億円）

1,900万円増額

123億5,500万円

125億700万円

124億2,700万円

126億4,900万円
126億6,800万円

83,045

56,366
66,701

124,861

69,588
50,000

39,000 41,500

103,300

26,900

前年度末財政調整基金残高 繰入金投入額

（単位：万円）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度
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平
成
22
年
度
に
行
う
主
な
事
業
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

主
な
事
業

厳しい財政の中、重点的に行う事業を選択
学校施設の耐震化率100パーセントに

交通安全施設整備
事業費
　寒川駅前駐輪場の整理作
業時間を１時間短縮し実施
ます。

1,158万円
（377万円減額）

中央公民館等施設
維持管理経費　　
　老朽化し、耐震に問題のあ
る中央公民館を休館し、町民
センターなどで対応します。

5,576万円
（1,284万円減額）

　児童・生徒の安全を守り、災害時の広域避難場所となる学校施
設の耐震化工事をします。昨年度は大規模改修工事１校、耐震
補強工事３校を実施しました。本年度は耐震補強工事２校を実
施し、町内の小中学校の耐震化率を100パーセントとします。

１億240万円（9,151万円減額）

公園整備等事業
　寒川駅北口に１号街区公
園を整備します。

防犯灯整備事業費
　夜間の犯罪や事故防止の
ため、適所に防犯灯を新設
していきます。

8,078万円
（6,705万円増額）

1,713万円
（85万円増額）

英語指導助手活用事業
　小学校英語授業導入に伴
い、英語指導助手を１人増
員します。

1,744万円
（435万円増額）

道路整備事業費
　歩行者の安全確保のた
め、旭橋歩道整備工事を行
います。

6,579万円
（2,337万円増額）

子ども手当等支給事業
　国から交付される子ども手当の支
給をします。

広域リサイクルセンター
建設事業
　広域リサイクルセンターの建設が
始まります。８億9,935万円（新規）
１億3,127万円

（1億1,068万円増額）

消防車両等整備
事業
　消防ポンプ自動
車（第７分団）を
購入します。

1,287万円
（387万円増額）

（子ども手当支給事業費８億3,473万
円、児童手当支給事業費6,462万円）

小谷小学校教室棟、旭が丘中学校
技術棟耐震補強工事を実施

町立小・中学校の耐震化工事
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からのお知らせ町
お
知
ら
せ
版
を
休
止
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
町
か
ら
の
お
知

ら
せ
な
ど
を
掲
載
し
た
広
報
紙

は
月
２
回
発
行
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
の
緊
急
財
政
対

策
の
一
環
と
し
て
、
広
報
さ
む

か
わ
お
知
ら
せ
版
（
15
日
発
行

号
）
を
２
年
間
休
止
し
ま
す
。

み
の
分
別
日
程
表
や
健
康
だ
よ

り
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

記
事
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、

優
先
順
位
を
定
め
、
そ
れ
に
基

づ
き
掲
載
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
22
年
５
月
号
か
ら
広
報

な
ど
の
配
布
方
法
を
業
者
に
よ

る
全
戸
配
布
（
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
）
に
変
更
し
ま
す
。

　

広
報
な
ど
の
町
か
ら
の
配
布

物
が
届
か
な
か
っ
た
り
し
た
場

合
は
、
広
報
情
報
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

広
報
に
広
告
を掲

載
し
ま
せ
ん
か

　

町
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る

「
広
報
さ
む
か
わ
」
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
色
は
黒
と

緑
の
２
色
刷
と
な
り
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

今
ま
で
、
お
知
ら
せ
版
に
掲

載
し
て
き
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
報
さ
む
か
わ
（
１
日
発
行

号
）
に
掲
載
し
て
い
く
予
定
で

す
が
、
紙
面
に
は
限
り
が
あ
る

た
め
、
ご
み
の
収
集
日
程
な
ど

一
部
の
情
報
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

　

広
報
さ
む
か
わ
お
知
ら
せ
版

３
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
た
ご

申
込
期
間　

掲
載
開
始
日
の
２

カ
月
前
の
１
日
か
ら
20
日
（
た

だ
し
同
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝

日
に
あ
た
る
と
き
は
そ
の
直
前

の
平
日
）
ま
で
の
間
に
広
報
情

報
課
へ

掲
載
期
間　

１
カ
月
単
位
（
最

長
で
連
続
６
カ
月
） 

広
告
の
掲
載
料　

１
万
５
千
円
〜

６
万
円 

広
報
情
報
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
２
３
広
報
統

計
担
当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
か
か
る
費
用
の
補
助

を
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

町
に
住
民
登
録

が
あ
り
（
ま
た
は
そ
の
見
込
み

が
あ
る
）
、
町
税
の
滞
納
が
な

い
人

※
昨
年
度
、
本
補
助
金
を
受
け

た
人
は
対
象
外
。

対
象
住
宅　

自
ら
が
居
住
す
る

住
宅
（
店
舗
等
併
用
住
宅
を
含

む
）

補
助
金
額　

発
電
能
力
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
に
つ
き
４
万
円
（
上
限

14
万
円
）

※
う
ち
半
額
は
県
住
宅
用
太
陽

光
発
電
導
入
促
進
事
業
補
助
金
。

受
け
付
け
期
間　

４
月
19
日

　緊急財政対策の一環で、本年度から交付枚数
が年間２枚になりました。
対象　４月１日現在で、次のいずれかに該当す
る人
①町内に１年以上在住している70歳以上の人
（昭和15年４月１日以前に生まれた人）
②介護保険認定で要介護４または５と認定され
た65歳以上の介護している家族（４月１日現
在の認定による）
交付枚数　年間２枚（１枚につき500円自己負担）
申し込み　対象者本人か同居の家族、または民
生委員児童委員が対象者の印鑑を持って高齢介
護課へ直接
高齢介護課 （７４）１１１１内線１５５高

齢福祉担当FAX（７４)５６１３

はり・きゅう・マッサージ受療券
交付枚数変更のお知らせ

お
知
ら
せ
版
の
休
止
な
ど

広
報
さ
む
か
わ

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
金
の
お
知
ら
せ

が
変
わ
り
ま
す

（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

申
請
方
法　

対
象
シ
ス
テ
ム
設

置
前
に
必
要
書
類
を
持
っ
て
環

境
課
へ
直
接
（
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

環
境
課
（
７
４
）１
１
１
１

内
線
４
２
１
環
境
保
全
担
当
FAX

（
７
４
）１
３
８
５
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緊
急
財
政
対
策
の
一
環
で
、

４
月
か
ら
各
種
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す
。

在
宅
重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当

　

毎
年
７
月
１
日
現
在
で
、
町

内
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
重

度
障
害
者
に
支
給
し
て
い
る
手

上
入
院
し
て
い
る
人
、
65
歳
に

達
し
た
日
以
降
に
新
た
に
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
は
、

交
付
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
寝
具
乾

燥
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　

寝
具
の
完
全
乾
燥
消
毒
加
工

は
、
平
成
22
・
23
年
度
の
２
年

間
休
止
し
ま
す
。

　

な
お
寝
具
の
丸
洗
い
衛
生
加

工
は
従
来
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

　

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
障
害

者
に
対
し
交
付
し
て
い
た
タ
ク

シ
ー
券
の
助
成
内
容
と
交
付
枚

数
を
変
更
し
ま
す
。

対
象

①
非
課
税
世
帯
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

●
下
肢
障
害　

１
〜
２
級
、
上

肢
障
害
１
級
、
内
部
機
能
障
害

１
級
、
体
幹
機
能
障
害
１
〜
２

当
を
障
害
の
程
度
と
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
、
左
表
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。

　

な
お
従
来
ど
お
り
、
施
設
等

入
所
者
、
障
害
児
福
祉
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当
、
福
祉
手
当

（
経
過
措
置
）
受
給
者
、
病
院

や
診
療
所
に
継
続
し
て
１
年
以

級
、
視
覚
障
害
１
〜
２
級
、
療

育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
、
知
能
指

数
35
以
下
、
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
所
持
者

②
腎
臓
機
能
障
害
で
人
工
透
析

治
療
の
た
め
通
院
し
て
い
る
人

助
成
額　

乗
車
１
回
に
つ
き

５
０
０
円
（
寝
台
自
動
車
は

１
０
０
０
円
）

交
付
枚
数　

①
年
間
48
枚
ま
で

②
年
間
96
枚
ま
で

施
設
通
所
交
通
費
助
成

　

福
祉
施
設
に
通
所
し
て
い
る

人
に
対
し
、
公
共
の
交
通
機
関

を
利
用
し
た
と
き
の
交
通
費
に

在
宅
重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当
な
ど

各
種
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す

つ
い
て
助
成
す
る
上
限
額
を
平

成
22
・
23
年
度
の
２
年
間
、
１

月
当
た
り
の
総
額
（
定
期
券
の

額
が
上
限
）
の
３
分
の
２
に
相

当
す
る
額
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
従
来
ど
お
り
、
ほ
か
の

制
度
に
よ
り
交
通
費
の
助
成
を

受
け
て
い
る
場
合
や
施
設
の
送

迎
バ
ス
等
を
利
用
し
て
い
る
場

合
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
１
３
２
障
害
福
祉
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

障害の程度 世帯の所得 変更後の支給額

重度重複 変更無し

重　　度

非課税 17,000円

250万円未満 8,500円

250万円以上 対象外

重度に準ずるもの

非課税 10,000円

250万円未満 5,000円

250万円以上 対象外

2010年10月１日

国勢調査を実施します

　国勢調査は５年に１度、日本国内に住むす
べての人、世帯を調査する大規模な調査で
す。
　この調査で得られるさまざまな統計は、公
的部門だけでなく、民間企業や各種団体にお
いても地域の人口・世帯のデータとして利用
されます。皆さんの協力をお願いします。
調査員を募集します
　この調査を正確に実施するためには、調査
員の支援が必要です。調査員として働いてみ
ませんか。
　応募資格、仕事の内容など詳しくはお問い
合わせください。
広報情報課 （７４）１１１１内線２２１

広報統計担当FAX（７４）９１４１
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設
置
し
て
い
ま
す
か

各種審議会等の委員の募集

住
宅
用
火
災
警
報
器

あなたも町政に参画してみませんか

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

火
災
の
煙
や
熱
な
ど
を
感

知
し
て
音
声
や
警
報
音
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、

火
災
の
早
期
発
見
に
大
変

有
効
で
す
。

　

町
は
、
消
防
法
が
平
成

16
年
６
月
に
改
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
町
火
災
予

防
条
例
で
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
・
維
持
の
基

準
を
設
定
し
ま
し
た
。　

　

こ
れ
に
よ
り
平
成
18
年

６
月
１
日
か
ら
新
築
や
改

築
時
に
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
23
年
６
月

１
日
か
ら
は
、
既
に
住
ん

で
い
る
住
宅
（
寝
室
等
）

で
も
設
置
を
義
務
付
け
ま

す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
注
意

　

消
防
署
や
町
が
、
訪
問

販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

消
防
本
部
予
防
課

（
７
５
）８
０
０
２
予
防
担

当
FAX
（
７
５
）
８
０
８
０

共　通　事　項
任期　平成22年６月１日〜24年３月31日
※行政改革推進懇話会は６月１日〜24年８月31日、さむかわ元気プラン推進委員会は７月31日〜24年
７月30日。
応募資格　次のすべての要件を満たしている人
　①町に１年以上在住、在勤、在学の満20歳以上であること
　②任期開始日時点で、町のほかの審議会等の委員でないこと
　③行政機関の職員または町議会議員でないこと
　④過去５年間に今回応募する審議会等の公募委員を務めていないこと
申し込み　４月30日（金）までに必要事項を記入した所定の申込書と小論文を各担当課へ直接、郵
送、ファクスまたはＥメールで（締め切り日必着）
※申込書は、申込先の担当課、役場ロビー案内、２階情報公開コーナー、各公民館等、寒川総合図書
館、町ホームページで配布しています。

　次の審議会等の委員について、各分野に興味のある人、運営について積極的にかかわってみたい人を募集します。

＜夜間納付相談＞
と き　 ４ 月 19日（ 月 ）〜
23日（金）午後７時まで
＜休日納付相談＞
とき　４月25日（日）午前
９時〜午後３時
ところ　保険年金課

保険年金課 （７４）
１１１１内線１２４国保・
高齢者医療担当FAX（７４）
５６１３

国 民 健 康 保 険 ・
後期高齢者医療保険夜間
および休日納付相談

募集する審議会等
審議会等の名称 審議会等の概要 募集人数 年間

開催回数
報酬

（謝礼）
小論文テーマ

（400文字程度）
問い合わせ

（担当課等）

行政改革推進懇話会 行政改革の進ちょく状況や見直しな
どについて意見を述べる １人 １〜２回 なし 行政改革の必要

性について

企 画 政 策 部 ℡ 内 線
２４５行財政改革推
進 担 当 F A X（ ７ ４ ）
９１４１

特別職報酬等審議会 町長の諮問に応じ、議員報酬等の額
について審議 １人 ４回 日額8,700円

今後の特別職の
報酬等のあり方
について

総務課℡内線２１３
職員担当 FAX（７４）
９１４１

廃棄物減量化等推進
協議会

廃棄物問題について意見を述べ、町
民相互の協力と廃棄物の減量化、資
源化などを推進

１人 ３回 日額5,000円 ごみ減量につい
て

環境課℡内線４２２
生 活 美 化 担 当 F A X
（７４）１３８５

さむかわ元気プラン
推進委員会

町民参加による健康づくりの推進を
図るために、さむかわ元気プランに
基づき調査、協議等を行う

２人 ２回 年額2,000円
あなたにとって
健康への小さな
取り組みとは

健康課℡内線１６１
健 康 づ く り 担 当 F A X
（７４）５６１３

社会教育委員
社会教育に関する諸計画の立案や、
研究調査を行う（平成22年度より公
民館運営審議会、図書館協議会を統
合します）

１人
５回程度

（そのほかに総会・研
究会３回程度あり）

日額8,700円
社会教育委員に
なってやりたい
こと

生 涯 学 習 課 ℡ 内 線
５３２生涯学習担当FAX
（７５)９９０７
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20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生

で
収
入
が
少
な
く
保
険
料
を
納

め
る
の
が
困
難
な
場
合
、
申
請

書
を
提
出
し
、
平
成
21
年
中
の

所
得
が
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、

４
月
あ
る
い
は
国
民
年
金
に
加

入
し
た
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　

猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
３
年
度
目

以
降
は
保
険
料
に
加
算
額
が
つ

き
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
30
日
ま
で
な

ら
ば
平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成

22
年
３
月
ま
で
の
期
間
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

所
得
は
平
成
20
年
中
が
対
象
で

す
。

対
象　

大
学
（
大
学
院
）
、
短

大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の

課
程
に
在
学
）
な
ど
の
学
生

（
夜
間
・
定
時
制
課
程
・
通
信

制
課
程
も
対
象
）

　

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
は
加
入
者
の

前
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
確
定
申
告
直
後
の

４
月
の
時
点
で
は
、
前
年
中
の

所
得
を
把
握
で
き
な
い
た
め
、

年
間
の
保
険
料
を
計
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
４
月
か
ら

は
、
次
の
と
お
り
仮
の
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
保
険
料
を
納
付
書
や
口
座
振

替
で
納
め
て
い
る
人

　

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
３
カ

月
間
は
、
前
々
年
（
平
成
20

年
）
中
の
所
得
を
基
に
計
算
し

た
仮
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

申
請　

次
の
書
類
な
ど
を
持
っ

て
保
険
年
金
課
へ

●
平
成
22
年
度
有
効
の
学
生
証

（
コ
ピ
ー
可
、
有
効
期
限
が
裏

面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は

裏
面
の
コ
ピ
ー
も
必
要
）
ま
た

は
在
学
証
明
書
●
年
金
手
帳
●

認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合

は
不
要
）

※
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険

料
を
納
付
を
す
る
場
合
は
、
専

用
の
納
付
書
が
必
要
で
す
。
年

金
手
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
保

険
年
金
課
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

※
学
生
以
外
の
人
で
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
、
免

除
制
度
や
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
３
年
金
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

●
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
天
引

き
で
納
め
て
い
る
人

　

４
、
６
、
８
月
の
３
期
分
は

仮
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
仮
の
保
険
料
は
、

平
成
22
年
２
月
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
保
険
料
と
同
額
）

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
仮

の
保
険
料
を
納
め
る
の
は
年
金

天
引
き
の
場
合
の
み
で
、
納
付

書
や
口
座
振
替
で
納
め
て
い
る

場
合
は
、
７
月
か
ら
納
付
開
始

と
な
り
ま
す
。

　

仮
の
保
険
料
は
４
月
中
旬
に

通
知
し
ま
す
。
年
間
の
保
険
料

は
、
７
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

保
険
年
金
課

内
線
１
２
４

国
保
・
高
齢
者
医
療
担
当
FAX

（
７
４
）
５
６
１
３

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度

　便利な口座振替をご利用ください。
申し込み　預（貯）金通帳、口座の届け出
印鑑、保険料の納入通知書を持って金融
機関・ゆうちょ銀行または保険年金課へ
直接（ゆうちょ銀行の申し込みは同課で
はできません）
開始時期　それぞれ開始時期が異なりま
す。詳しくはお問い合わせください。
※残高不足などで振替ができなかった
場合は再振替はできません。後日、納付
書を送付しますので、金融機関・ゆうちょ
銀行または同課で直接納めてください。
保険年金課 内線１２４国保・高齢者

医療担当FAX（７４)５６１３

国民健康保険料・後期高齢者医療保
険料の支払いは口座振替が便利です

の
納
め
方

　平成22年４月か
ら平成23年３月ま
での保険料は、月額
15,100円です。保
険料の納付期限は翌
月末ですが、保険料
を前もって一括で納
めると割引になる前
納制度があります。
　例えば、前納用の
納付書で１年間分を
４月末までに一括で
納めていただくと、
年間3,220円が割
引になります。年度
途中でも前納できる
期間がありますの
で、希望される場合
は、ご相談ください。
保険年金課 内線

１２３年金担当 FAX
（７４）５６１３

早く納めると
お得です

国民年金保険料の
前納制度
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からのお知らせ町

よ
り
良
い
生
活
環
境
の
た
め
に

公
共
下
水
道

整
備
を
進
め
ま
す

の

　

町
で
は
生
活
環
境
の
改
善
や

公
共
水
域
の
水
質
の
保
全
を
目

的
に
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度

は
大
蔵
、
小
谷
、
小
動
、
一
之

宮
の
一
部
地
区
で
下
水
道
工
事

を
し
ま
す
。
交
通
規
制
な
ど
を

実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
区
域
を
拡
大

　

４
月
10
日
か
ら
大
蔵
、
一
之

宮
、
大
曲
の
各
地
区
の
一
部
で

公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
該
当
の
地
域
の
人

へ
順
次
供
用
開
始
の
「
お
知
ら

せ
」
を
通
知
し
ま
す
。
お
知
ら

せ
が
届
い
た
人
は
、
早
め
に
接

続
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

接
続
工
事
費
用
の
補
助

貸
し
付
け
斡あ
っ

旋せ
ん

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

も
、
そ
こ
へ
下
水
を
排
水
す
る

た
め
に
設
け
る
排
水
設
備
が
設

置
さ
れ
な
け
れ
ば
、
下
水
道
を

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
予
期
せ
ぬ

災
害
や
事
故
、
犯
罪
に
よ
っ
て

死
傷
し
た
場
合
、
そ
の
被
害
者

や
遺
族
に
給
付
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
被
害
を
受
け
た
と

き
に
、
町
に
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
実
際
に

住
ん
で
い
る
人
で
す
。

小
災
害
見
舞
金
制
度

　

今
年
度
か
ら
見
舞
金
の
金
額

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

対
象　

自
然

災
害
お
よ
び

火
災
に
よ
り

住
宅
に
被
害

を
受
け
た
世

帯※
り
災
証
明

書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

排
水
設
備
と
は
、
個
人
や
事

業
場
な
ど
が
自
己
の
敷
地
内
に

自
費
で
設
置
す
る
排
水
管
、
排は

い

水す
い

渠き
ょ

な
ど
の
排
水
施
設
の
こ
と

で
土
地
や
建
物
か
ら
発
生
す
る

下
水
を
公
共
下
水
道
へ
流
す
た

め
に
必
要
な
施
設
で
す
。

　

町
で
は
公
共
下
水
道
の
供
用

開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
工

事
を
す
る
場
合
、
工
事
費
の
助

成
ま
た
は
、
無
利
子
・
無
担
保

の
貸
し
付
け
斡
旋
を
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
通
知
し
た

「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

下
水
道
課

（
７
４
）
１
１

１
１
内
線
３
３
４
下
水
道
管
理

担
当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
６

災
害
見
舞
金
制
度

対
象　

●
車
両
な
ど
に
よ
る
人

身
事
故
●
電
車
、
船
舶
、
航
空

機
な
ど
に
よ
る
人
身
事
故
●
火

災
、
風
水
害
な
ど
に
よ
る
人
身

事
故

※
被
害
者
ま
た
は
遺
族
の
故

意
・
重
大
な
過
失
・
違
法
行
為

で
発
生
し
た
事
故
、
お
よ
び
広

範
囲
に
お
け
る
災
害
で
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
た
場
合
は
、支

災
害
・
犯
罪

被
害
者

遺
族
の
た
め
に

の

や

小
災
害
見
舞
金
制
度
・
災
害
見
舞
金
制
度
・
犯
罪
被
害
者
支
援
制
度

給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　

い
ず
れ
も
災
害
発

生
か
ら
１
年
以
内
に
、
被
害
者

ま
た
は
生
計
を
共
に
し
て
い
た

遺
族
が
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

犯
罪
被
害
者
支
援
制
度

対
象　

国
内
ま
た
は
日
本
国
籍

の
船
舶
や
航
空
機
内
で
行
わ
れ

た
犯
罪
に
よ
る
被
害
者
お
よ
び

そ
の
遺
族

支
給
金
額　

●
被
害
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合　

そ
の
遺
族
に

50
万
円
●
全
治
１
カ
月
以
上
の

傷
害
を
受
け
た
場
合　

被
害
者

に
10
万
円

申
し
込
み　

犯
罪
被
害
の
状
況

に
よ
り
給
付
を
受
け
る
期
限
が

異
な
り
ま
す
。
犯
罪
被
害
に

遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
速
や
か

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
１
３
１
福
祉
総
務
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

小災害見舞金額と区分
区　　分 見舞金額（１世帯につき）

全焼、全壊、流失 50,000円　
半焼、半壊　　　 25,000円　
床上浸水　　　　 10,000円　
消火損害　　　　 10,000円　

災害見舞金額と区分

区　　分 見舞金額

死亡の
場合　

未就学児 90,000円
６歳(就学児)から19歳まで 180,000円
20歳以上 270,000円

入院の
場合　

身体障害者福祉法施行規則
に定める１級または２級に
当てはまると認めるとき

75,000円

入院治療を要
する傷害を受
けたとき

入院５日まで 5,000円
６日以上入院
したとき

１日につき1,500円
(上限75,000円)
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からのお知らせ町

　町、藤沢市、茅ケ崎市の２市１町共同でパスポート発給
業務の本格的な検討に入ることに伴い、方向性等について
皆さんからのご意見等を募集します。

意見等募集期間　４月９日（金）〜５月11日（火）
資料配布場所　企画政策部企画調整担当、役場ロビー案
内、２階情報公開コーナー、町民センター、北部・南部文化福祉
会館、健康管理センター、寒川総合体育館、寒川総合図書館
※町ホームページにも掲載します。
意見等提出方法　所定の用紙に必要事項および意見等を記
入し、企画政策部企画調整担当へ郵送か直接、ファクスま
たはＥメールで

企画政策部 内線２３１企画調整担当 FAX（７４）９１４１
kikaku@town.samukawa.kanagawa.jp

　町、藤沢市、茅ケ崎市の２市１町は、1962（昭和37）年に任意協議会として湘南広域都市行政協議会を
発足しました。
　この中で図書館の広域利用や湘南エコウェーブプロジェクトによる地球温暖化防止に向けた取り組みな
ど広域的な視野に立って、共同して取り組みを進めてきました。
　このたび、２市１町は連携基盤の強化とともに、さらなる取り組みを推進するため、地方自治法の規定
に基づく法定協議会を４月１日に設立します。住民サービスの向上、地域の活性化に役立つ共同事務や行
政の合理化、能率化につながる施策の実現に向け、よりいっそう連携を進めていきます。
　なお協議会の活動等については、協議会ホームページ（http://www.cityfujisawa.ne.jp/~kouiki/）をご覧
ください。

企画政策部 （７４）１１１１内線２３１企画調整担当FAX（７４）９１４１

譲ります
▶パソコンモニター▶ママコート

求めます
▶チャイルドシート

【平成22年３月15日現在】
　不用品の登録や紹介は窓口、電話でお受けしま
す。情報は町のホームページにも掲載しています。
不用品の取引は当事者同士の直接交渉となります。
登録期間は３カ月です。なお最新情報はお問い合
わせください。

町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

有効利用の掲示板

２市１町 法定協議会

田
端
西
地
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
　
新
設
　
　
　

を

　法定協議会の設立記念事業とし
て、２市１町が収蔵する地域ゆか
りの美術作品を展示します。

とき　４月29日（木）〜６月13日（日）
※４月30日（金）、５月６日（木）〜７日

（金）、10日（月）〜12日（水）、17
日（月）、24日（月）、31日
（月）、６月７日（月）は除く。
ところ　茅ケ崎市美術館（茅ケ崎
市東海岸北１−４−45）

生涯学習課 （７４）１１１１
内 線 ５ ３ ２ 生 涯 学 習 担 当 F AX
（７５）９９０７

設立

　
町
の
３
つ
の
拠
点
の
１
つ
で
あ
る
田
端
西

地
区
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
４
月
か
ら

「
田
端
西
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
を
新

た
に
設
置
し
ま
す
。

　
田
端
西
地
区
は
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
（
仮

称
）
寒
川
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
が

平
成
24
年
度
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
町
で
は

産
業
集
積
拠
点
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
も
の
で
す
。

内
線
３
７
１

し
ま
す

を

パスポート発給業務に
関するご意見を募集します

収蔵作品展の開催
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からのお知らせ町
（２）退職手当（平成21年４月１日現在）

寒　川　町 国
（支給率）自己都合　勧奨・定年
勤続20年　　23.50月分　30.55月分
勤続25年　　33.50月分　41.34月分
勤続35年　　47.50月分　59.28月分
最高限度額　59.28月分　59.28月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2〜10％加算）
　一人当たり平均支給額
　　　　　　19,277千円　26,246千円

（支給率）自己都合　勧奨・定年
勤続20年　　23.50月分　30.55月分
勤続25年　　33.50月分　41.34月分
勤続35年　　47.50月分　59.28月分
最高限度額　59.28月分　59.28月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2〜20％加算）
　
　

（注）退職手当の一人当たり平均支給額は、平成20年度に退職した職員に
支給した平均額です。

（３）地域手当（平成21年４月１日現在）
支給実績（平成20年度決算） 155,369千円

支給職員一人当たり平均支給年額（平成20年度決算） 430,386円
支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度

全域 10％ 361人 全域０％
【参考】　神奈川県（県職員）の支給率は、県内全域10％となっています。

（22年度の完成時）

支給対象地域 支給率 国の制度
全域 10％ ０％

【参考】　神奈川県（県職員）の制度完成時期は未定となっています。

（４）特殊勤務手当（平成21年４月１日現在）
支給実績（平成20年度決算） 4,448千円

支給職員一人当たり平均支給年額（平成20年度決算） 68,425円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成20年度） 18.0％

手当の種類 ７種類

手当の名称 主な支給対象職員 支給区分 左記職員に対
する支給単価

感染症接触手当

感染症患者の救護、家屋等の消
毒または病毒汚染物の処理作業
に従事した職員

日　額 500円

感染症家畜またはその疑いのある家
畜の防疫業務に従事した職員 日　額 500円

有害毒薬物取扱
手当

衛生または農業関係において人
体に有害なまたは特に危険性を
有する毒薬物を取り扱う業務に
従事した職員

日　額 500円

行旅死亡人および
変死人取扱手当

行旅死亡人または変死人を取り
扱う業務に従事した職員 １件 4,000円

清掃作業手数料
美化センターの投入そうまたは
貯留そう内部の清掃作業に従事
した職員

作業１回 1,000円

救急業務手当

救急車による救護作業に従事し
た消防職員 日　額 500円
救急救命士法第44条に規定する救
急救命措置に従事した救急救命士
の資格を有する消防職員

出動１回 510円

夜間特殊業務手当

寒川町消防職員服務規程第4条第
2号の規定により消防業務に従事
した消防職員

１夜 900円

午前8時30分から翌日の午前8時30
分まで美化センターにおいてし尿
処理業務に従事した職員

１夜 1,700円

危険作業手当 現場作業または高所作業に従事
した職員 日　額 500円

※平成20年４月に税務手当・徴収手当・死畜処理手当・自動車運転手当・生
活訓練手当の廃止および清掃作業手当の一部内容の見直しをしたことに伴
い、手当の種類を12種類から７種類に削減しました。

（５）時間外勤務手当
支給実績（平成20年度決算） 89,149千円
職員一人当たり平均支給年額 244千円
支給実績（平成19年度決算） 101,875千円
職員一人当たり平均支給年額 275千円

（６）その他手当（平成21年４月１日現在）
手当名 内　容 寒川町 国

扶養手当

配偶者 13,600円 13,000円
配偶者以外の扶養親族のうち２人まで 7,100円 6,500円
配偶者のいない場合の扶養１人まで 11,100円 11,000円
扶養親族でない配偶者を有する場合
の１人目の子等 7,600円 6,500円

その他の扶養 5,000円 6,500円
特定扶養 5,000円 5,000円

住居手当 支給限度額 28,800円 27,000円
通勤手当 支給限度額 55,000円 55,000円

５　特別職の報酬等の状況（平成21年４月１日現在）
区　分 給料月額等

給　　料
町　長 859,000円
副町長 697,000円
教育長 640,000円

報　　酬
議　長 442,000円
副議長 366,000円
議　員 339,000円

期末手当

町　長
（平成20年度支給割合）

4.35月分副町長
教育長
議　長

（平成20年度支給割合）
4.35月分副議長

議　員

退職手当

（算定方式）
町　長 給料月額×勤続月数×37.5／100　任期ごと
副町長 給料月額×勤続月数×25.0／100　任期ごと
教育長 給料月額×勤続月数×20.0／100　任期ごと

※平成21年10月より町長829,000円、副町長673,000円、教育長618,000円とな
っています。平成22年４月より緊急財政対策として期限付きで町長20％、
副町長および教育長10％をそれぞれ削減します。

６　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）
区　分

部　門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成21年 平成20年

一
般
行
政
部
門

議　　会 ５人 ５人 ０人
業務の見直しによ
る

（参考）
人口１万人当たり
職員数43.52人

（類似団体の人口
１万人当たりの職
員数51.33人）

総　　務 74人 75人 △１人　
税　　務 20人 20人 ０人
農林水産 ７人 ７人 ０人
商　　工 ４人 ４人 ０人
土　　木 46人 47人 △１人　
民　　生 26人 27人 △１人　
衛　　生 25人 26人 △１人　
小　　計 207人 211人 △４人　

特
別
行
政

部
門

教　　育 66人 69人 △３人　 教育業務見直しによる
消　　防 50人 51人 △１人　 消防業務見直しによる
小　　計 116人 120人 △４人　

計 323人 331人 △８人　

（参考）
人口１万人当たり
職員数67.90人
（類似団体の人口
１万人当たりの職
員数68.76人）

公
営
企
業
等

会
計
部
門　

下 水 道 10人 11人 △１人　 下水道業務見直しによる
そ の 他 20人 20人 ０人
小　　計 30人 31人 △１人　

合　　計
353 人 362 人 △９人　 （参考）

人口１万人当たり
職員数74.21人（391 人） （391 人） （０人）

（注）　１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　　　２　（　）内は、条例定数の合計です。

（２）年齢別職員構成の状況（平成21年４月１日現在）

区　分 20歳
未満

20〜
23

24〜
27

28〜
31

32〜
35

36〜
39

40〜
43

44〜
47

48〜
51

52〜
55

56〜
59

60歳
以上 計

職員数 0人 10人 24人 20人 34人 62人 35人 41人 37人 48人 42人 0人 353人

（３）定員適正化計画の数値目標および進ちょく状況
平成17年４月１日〜平成22年４月１日における定員管理の目標数値
平成17年4月1日

職員数
平成22年4月1日

職員数 純減数 純減率

368人 354人 14人 △3.9％

70
60
50
40
30
20
10
0
20歳未満 20〜23 24〜27 28〜31 32〜35 36〜39 40〜43 44〜47 48〜51 52〜55 56〜59 60歳以上

（単位：人） 現在の職員数　　　5年前の職員数
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１　総　括
（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　分
住民基本
台帳人口

（平成20年度末）
歳出額

A 実質収支
人件費

B
人件費率

B／A
（参考）
平成19年度
の人件費率

平成　
20年度

人
47,524

千円
14,573,079

千円
603,595

千円
3,228,398

％
22.2

％
23.4

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
A

給　　与　　費 一人当たりの
給与費B／A

類似団体平均
一人あたり給与費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計B

平成　
20年度

人
330

千円
1,331,997

千円
391,923

千円
602,763

千円
2,326,683

千円
7,051

千円
6,181

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成20年４月１日現在の人数です。

（３）ラスパイレス指数の状況（平成21年４月１日現在）

（注）１ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数です。

　　　２類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラス
パイレス指数を単純平均したものです。

【参考】地域手当補正後ラスパイレス指数　108.1（平成21年4月1日現在）

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　　（平成21年４月１日現在）
①一般行政職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

（国ベース）

寒川町 43.2歳 340,200円 447,279円 415,441円

神奈川県 43.7歳 348,934円 463,262円 405,734円

国 41.5歳 325,521円 − 391,770円

類似団体 43.3歳 330,544円 391,662円 365,205円

※平成22年４月より緊急財政対策として期限付きで、管理職５％、その他の
職員２％をそれぞれ削減します。

②技能労務職

区　　分

公　務　員 民　　　間

A/B職員数
（人）

平均
年齢
（歳）

平均給料
月額
（円）

平均給
与月額
（円）A

対応する
民間の
類似職種

平均
年齢
（歳）

平均給
与月額
（円）B

全　　体 31 48.5 298,000 354,473 ─ ─ ─ ─

自動車運転手 4 54.7 368,200 450,850
自家用乗
用自動車
運転手

53.3 310,900 1.45

清掃職員 4 48.6 326,600 397,250 廃棄物処
理従業員 44.2 299,900 1.32

用務員 7 48.0 301,900 372,417 用務員 54.5 214,000 1.74

給食調理員 16 47.3 270,300 312,150 調理士 39.4 288,100 1.08

神奈川県 621 53.2 358,022 437,420 ─ ─ ─ ─

国 4,429 49.2 285,548 322,737 ─ ─ ─ ─

類似団体 18 48.5 286,749 313,671 ─ ─ ─ ─

（注）　１　「平均給料月額」とは、平成21年４月１日現在における各職種ごとの職
員の基本給の平均です。

　　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手
当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計した
ものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているもの
です。

（２）職員の初任給の状況（平成21年４月１日現在）

区　分 寒　川　町 神奈川県 国
初任給 初任給 初任給

一般行政職 大学卒 178,800円 178,800円 Ⅰ種181,200円
Ⅱ種172,200円

高校卒 149,800円 144,500円 140,100円
技能労務職

（25歳採用） 高校卒 181,500円 − −

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　（平成21年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 275,900円 305,725円 355,314 円
高校卒 252,600円 286,700円 314,150 円

技能労務職 − 280,933円 335,175 円

※平均給料月額の未記載箇所は、当該年数に対象者がいない場合です。

３　一般行政職の級別職員数等の状況
（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成21年４月１日現在）

区分 標準的な職務の内容 職員数
人

構成比
％

８級 部長、担当参事、参事 15 6
７級 課長、専任主幹、専任技幹、主幹、技幹 32 14
６級 副主幹、副技幹 19 8
５級 主査 48 21
４級 主任主事、主任技師 82 35
３級 主任主事、主任技師 7 3
２級 主事、技師 27 11
１級 主事補、技師補 5 2

（注）１　町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（２）昇給への勤務成績の反映状況

　勤務評定については、平成20年度見直しを実施しました。能力評価に
ついては毎年12月31日、実績評価については３月31日を基準日とし、評
価結果を基に全職員に対し、反映させています。

４　職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

寒　川　町 神 奈 川 県 国
一人当たりの支給額

（平成20年度）
1,832千円

─ ─

（平成20年度支給割合）
期末手当　勤勉手当

3.0月分　1.5月分
（1.6）月分　（0.75）月分

（平成20年度支給割合）
期末手当　勤勉手当

3.0月分　1.5月分
（1.6）月分　（0.75）月分

（平成20年度支給割合）
期末手当　勤勉手当

3.0月分　1.5月分
（1.6）月分　（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級

による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級

による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級

による加算措置
（注）（　　）内は、再任用職員にかかる支給割合です。
【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況

勤務評定については、平成20年度見直しを実施しました。能力評価につい
ては毎年12月31日、実績評価については３月31日を基準日とし、評価結果
を全職員に対し、反映させています。

町職員の給与・定員管理等について

※グラフ中の数
字は各級の職員
数です。

8級
7級
6級
5級
4級
3級
2級
1級

平成21年の構成比 １年前の構成比 ５年前の構成比

100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0

15
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14
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8 6

寒川町 類似団体平均 全国町村平均　

平成16年
平成21年
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98.5 98.3 94.8 96.494.8 96.4 93.7 94.6
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（７）身体障害者および知的障害者の任用状況

法定雇用率　　　　2.1％ 平成20年度　　　4.44％

（８）給与改定の概要
　　平成21年８月に人事院が国家公務員の給与について行った勧告（人事院勧告）に準じて行った平成21年12月の給与改定の概要は次のとおりです。
（一般職）

項　目 寒川町の改定状況 国の改定状況

給　料
基本的に国に準じ改正

行政職給料表１　△0.16％（加重平均）
行政職給料表２　△0.16％（加重平均）

基本的に同率の引き下げ（平均改定率△0.2％）とするが、初任給を中心に若年層（1〜
3級の一部）は、引き下げを行わない。7級以上（管理職）平均を0.1％上回る引き下げ

手　当 期末勤勉手当の引き下げ
（△0.35月）

期末勤勉手当の引き下げ（△0.35月）
自宅に係る住居手当を廃止

（9）旅費の概要
　　公務出張に要する費用を旅費として支給します。その支給内容の概要は次のとおりです。　（平成21年４月１日現在）

鉄道賃・船賃・航空賃・車賃 運賃等を支給しています。
日　当 外国への出張の日数に応じ定額で支給しています。
食事料 車中泊等をした場合には、夜の食費を支給しています。
支度料 外国への出張、赴任には、支度に要する費用を支給しています。

（10）職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　　①職員の勤務時間、休憩・休息時間の概要　（平成21年４月１日現在）
　　職員の勤務時間は、８時30分から17時15分までの１日８時間です。なお７月１日から８時30分から17時15分までの１日７時間45分に変更になりました。
　　　　 8：30　　　　　　　　　　　  12：15　　　  　13：00　　　　　　　 　　　　17：15 　　　   8：30　　　　　　　　　　　12：00　　　　    13：00　　　　　　　　　　　    17：15
６月まで ７月から

休 憩 時 間 休 憩 時 間

　　②職員の年次休暇の概要と取得状況
　　労働基準法の規定に従い、原則として１年に20日の有給休暇があたえられます。（各年１月１日から12月31日）

平成20年の平均取得日数 平成19年の平均取得日数
7.6日 8.1日

　　③特別休暇の概要
　　年次休暇以外にも、特別な事由に該当する場合は、特別な休暇が認められます。選挙権等行使休暇、育児休暇、忌引、ボランティア休暇など15種類あります。

　　④介護休暇の概要と取得状況
　　職員が要介護状態にある家族を介護するための休暇制度があり、連続する６月取得する
　　ことができます。介護休暇は、１日単位ではなく、時間単位で取得することもできます。

取得者
平成20年度 平成19年度

介護休暇 ０　（０） ０　（０）
（注）　（　）内は、女性の取得者数であり、内数です。

（11）職員の分限処分および懲戒処分の状況
　　職員は身分を保障されていますが、一定の事由があれば、分限処分や懲戒処分により職を失ったり、降任されたり、給料を減額されたりします。分限処分とは公務の能率の
　　維持のために行う処分であり、懲戒処分とは公務員としてふさわしくない非行があった場合に公務員関係の秩序を維持するために行う処分です。
　　①分限処分者　合計　５人　　　②懲戒処分者　合計　０人

（12）職員の研修の状況
　　研修の基本方針・体系の概要と実施状況
①研修基本方針 ②研修概要と実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年度）

ア　公務員はサービス業であるため、接遇能力や
折衝力の向上を図ることにより、町民から信頼
される職員を育成します。

イ　職員一人ひとりの能力（スキル）を高めるこ
とにより、今後増大する行政課題に対し、的確
な計画・行動をおこせる職員を育成します。

ウ　組織として何を行うべきかという認識のもと
に、その職務に対し常に問題意識を持ち意識改
革を図るとともに、行政目標を掲げ、その実現
に向け行動する職員を育成します。

エ　急速に進む国際化の状況の下、国内・外を問
わず広域的な視野で行政を考えられる職員を育
成します。

オ　職務を最後までやり抜く職員の活力（バイタ
リティー）をはぐくむために精神的、身体的な
支援研修を行うとともに、職場研修（ＯＪＴ
（On-the-Job-Training））を活用し、それぞれ
の職場での活力増強を行います。

１．職場研修

２．職場外研修 Ａ　集合研修 （１）階層別研修 （Ａ）町実施研修
新採用職員研修Ⅰ・Ⅱ
副主幹・主査級研修
課長級研修

（Ｂ）研修センター実施研修

新採用職員研修
初級研修
中級研修
新任監督者研修
現任監督者研修
管理者研修

（２）実務研修

（３）地域別研修 ２市１町合同研修
３町合同研修

（４）一般研修 一般セミナー等
市町村研修センター

Ｂ　専門派遣研修 市町村職員中央研修所
全国市町村国際文化研修所
自治大学校
日本経営協会(NOMA)
都市整備技術センター
その他

Ｃ　視察研修 行政課題視察研修
３．自己啓発研修

（13）職員の健康の保持増進
①職員の健康の保持増進
　●労働安全衛生法に従い、職員の健康診断を年１回実施しています。
　●産業医による相談窓口、執務環境のチェックを実施しています。

②福利厚生事業の実施
地方公務員法に基づき職員の保健、元気回復のため、職員からの会費および町からの委託
金により「寒川町職員福利厚生会」が、次のような事業を執行しています。
[文化・教養・スポーツ教室事業、観劇参加事業、物資斡旋事業、人間ドック助成事業]

総務課 （７４）１１１１内線２１４職員担当FAX（７４）９１４１

⑤職員の育児休業の概要と取得状況
職員が育児をするための休業制度があり、最長３年間取得することができます。
育児休業は連続した日単位で部分休業は時間単位で取得することができます。

取得者
平成20年度 平成19年度

育児休業 10（９） ９（９）
部分休業 ０（０） １（１）

（注）　（　）内は、女性の取得者数であり、内数です。
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（１）職員の総数
一般職の職員の条例上の定数と現在の職員数
（定数の範囲内で職員を置いています）
　　　　　　　　　　　　　　　　（各年４月１日現在）

平成21年度 平成20年度
職員定数 391 391

職員数 353（11） 362（４）
91（２） 91（２）

（注）１．職種には、一般行政職、技能労務職などがあります。
　　　２．（　　）内は、短時間勤務職員であり、外数です。
　　　３．下段は、女性の職員数であり、内数です。

（２）採用者の状況
①職種別・採用方法別職員数
　採用方法は、試験による採用と選考による採用があります。試験
　採用については、一般行政職の１次試験は教養試験または専門試
　験、２次試験は作文および面接を主な内容としています。

平成20年度
試験採用 選考採用 計

一般行政職 ６ ０ ６
０ ０ ０

消防職 ３ ０ ３
０ ０ ０

保健師 １ ０ １
１ ０ １

合計 10 ０ 10
１ ０ １

（注）各職種の下段は、女性職員の採用者数であり、内数です。

（３）人事異動制度の概要と実施状況
職員を昇任および降任以外の方法で他の職員の職に任命することをいいます。
平成20年度の人事異動者数

区　分 町長部局 教育委員会
部長級 	 ３	 （７） 	 １	 （０）
参事級 	 ４	 （５） 	 ０	 （０）
課長級 	 16	 （23） 	 ４	 （４）
その他 	 56	 （37） 	 16	 （６）
合　計 	 79	 （72） 	 21	 （10）

（注）１．「教育委員会」には、校長、教頭、教諭等は含まない。
　　　２．（　　）内は平成19年度の数の状況です。
　　　３．町長部局には、議会事務局、選挙管理委員会事務局、監査委員事務局、農業委員会事務局、消防を含む。

（４）退職者の状況
　　退職者には、以下の事由の退職があります。
　　○定年退職：定年（原則60歳）により退職する場合
　　○勧奨退職：人事管理上の目的から職員に退職勧奨を行い、これに応じて退職する場合
　　○自己都合退職：本人の都合により退職する場合
　　○その他：死亡等による退職等
事由別退職者の数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年度）

定　年 勧　奨 自己都合 その他 計
一般行政職 ９　　(12) ５　　(２) １　　(３) １　　(１) 16　　(18)

うち管理職 ８　　(11) ３　　(２) ０　　(０) ０　　(０) 11　　(13)
技能労務職 １　　(１) ０　　(０) ０　　(０) ０　　(０) １　　(１)

うち管理職 ０　　(０) ０　　(０) ０　　(０) ０　　(０) ０　　(０)
計 10　　(13) ５　　(２) １　　(３) １　　(１) 17　　(19)

うち管理職 ８　　(11) ３　　(２) ０　　(０) ０　　(０) 11　　(13)
（注）　（　　）内は平成19年度の状況です。

（５）再任用の状況
　　再任用とは、高齢者雇用のため定年退職者を再雇用する制度です。
　　なお再任用職員には、定年前の職員と同様に勤務する常時勤務職員と、それよりも短時間勤務する短時間勤務職員があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年度）

職種 常時勤務 短時間勤務
一般行政職 ０（０） ３（０）
技能労務職 ０（０） ２（１）

計 ０（０） ５（１）
（注）　１．（　　）内は平成19年度の状況です。　　２．職種は再任用時の職種です。

（６）外郭団体等への管理職の再就職の状況について
　　退職時に管理職であった者についての外郭団体等への再就職の状況は以下のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年４月１日現在）

再就職先 他の地方公共団体 特定地方独立行政法人 外郭団体 非営利団体（他の項目に
該当する者を除く）

営利企業（他の項目に該
当する者を除く） 自営業

再就職者数 ０ ０ ０ ０ ０ ０
（注）　外郭団体とは、土地開発公社、（株）さむかわ公共サービスなど、寒川町が資本金または基本金等の25パーセント以上を出資している法人をいいます。

人事行政運営等の状況に関する公表

②採用試験の実施状況　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年度）
受　験　者 １次試験合格者 ２次試験合格者 最終合格者 倍　　率

一般行政職 	 94	（68） 	 14	（20） 	 ４	（６） 	 ４	（６） 	 24	（11）
	 24	（18） 	 ２	（４） 	 １	（０） 	 １	（０） 	 24	（０）

消　防　職 	 7	 （15） 	 4	 （７） 	 ３	（３） 	 ３	（３） 	 ２	（５）
	 ０	（０） 	 ０	（０） 	 ０	（０） 	 ０	（０） 	 ０	（０）

技　術　職 	 6	 （１） 	 ５	（０） 	 ２	（０） 	 １	（０） 	 ６	（０）
	 ０	（０） 	 ０	（０） 	 ０	（０） 	 ０	（０） 	 ０	（０）

栄　養　士 	 10	（０） 	 ４	（０） 	 １	（０） 	 １	（０） 	 10	（０）
	 10	（０） 	 ４	（０） 	 １	（０） 	 １	（０） 	 10	（０）

合　　　計 	 117	（84） 	 27	（27） 	 10	（９） 	 ９	（９） 	 13	（９）
	 34	（18） 	 ６	（４） 	 ２	（０） 	 ２	（０） 	 17	（０）

（注）１．各職種の下段は、女性の該当者数であり、内数です。
　　　２．（　　）内は平成19年度の状況です。
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子
ど
も
折
り
紙
教
室

　
あ
じ
さ
い
や
か
た
つ
む
り
を
作

ろ
う
。

と
き
　
５
月
15
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
20
人
／
先
着
順

（
親
子
も
可
）

講
師
　
末
光
千
恵
子
さ
ん
　
折
り

紙
講
師

持
ち
物
　
木
工
用
接
着
剤
、
は
さ

み
、
作
品
を
入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
４
月
27
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

手
話
講
習
会
（
中
級
編
）

と
き
　
５
月
12
日
〜
８
月
25
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
15
回
）
午
後
７

時
〜
９
時
（
８
月
11
日
は
除
く
）

と
こ
ろ
　
町
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
ま
た
は

在
学
で
、
手
話
講
習
会
入
門
編
受

講
者
ま
た
は
同
等
の
技
術
を
有
す

る
人
　
20
人
／
抽
選

費
用
　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み
　
４
月
28
日
（
水
）
ま

で
に
福
祉
課
へ
電
話
で

福
祉
課

内
線
１
３
３
障
害
福

祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

親
子
で
土
い
じ
り
寄
せ
植
え
教
室

　
町
内
産
の
草
花
を
使
っ
て
寄
せ

植
え
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
　
５
月
８
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
さ
が
み
寒
川
営
農

セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　

25
組
／
先
着
順

持
ち
物
　
移
植
こ
て
、
手
袋
、
汚

れ
て
も
良
い
服
装
で

申
し
込
み
　
４
月
19
日
（
月
）
か

ら
22
日
（
木
）
ま
で
の
間
の
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
に
同
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で

Ｊ
Ａ
さ
が
み
寒
川
営
農
セ
ン

タ
ー

（
７
５
）
６
０
０
５

ち
び
っ
こ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
母
の
日
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
よ
う
。

と
き
　
５
月
８
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

会議の開催
は公開、 は非公開①とき②受付時間③ところ④対

象・定員⑤内容⑥問い合せ先⑦非公開の理由
※当日、内容によっては部分非公開になる場合もあります。
▶ 教育委員会定例会①４月20日（火）午後１時
30分から②午後１時25分まで③分庁舎１階会議室
④５人／抽選⑤未定⑥教育総務課 内線５１３FAX
（７５）９９０７

対
象
　
小
学
生
　
15
人
／
先
着
順

講
師
　
南
部
生
涯
学
習
指
導
員

持
ち
物
　
作
品
を
入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
４
月
20
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

危
険
物
取
扱
者
試
験

受
験
準
備
講
習
会

　
６
月
13
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ

る
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
向
け
て

受
験
準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
８
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
藤
沢
市
労
働
会
館
（
藤

沢
市
本
町
１
ノ
12
ノ
17
）

費
用
　
９
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
等
）

申
し
込
み
　
４
月
５
日
（
月
）
か

ら
消
防
本
部
予
防
課
へ
直
接

※
受
験
願
書
、
準
備
講
習
会
申
込

書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課

（
７
５
）

８
０
０
２
予
防
担
当
FAX
（
７
５
）

８
０
８
０

高
齢
者
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

と
き
・
内
容
　
●
４
月
27
日（
火
）、

５
月
６
日
（
木
）
パ
ソ
コ
ン
の
操

作
方
法
●
５
月
11
日
（
火
）、
13
日

（
木
）文
書
作
成（
ワ
ー
ド
）●
５
月

18
日
（
火
）、
20
日
（
木
）
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
メ
ー
ル
）（
全
６
回
）
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
の
55
歳
以
上
で
全

日
程
参
加
で
き
る
人
　
20
人
／
抽
選

講
師
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員

費
用
　
４
０
０
０
円（
受
講
料
な
ど
）

申
し
込
み
　
４
月
15
日
（
木
）
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）７
６
２
２
FAX（
７
３
）０

０
３
３

郵便番号〒253-0196
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広 告

こ
ど
も
工
作
教
室

　
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し
て
ク

リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
を
作
ろ
う
。

と
き
　
４
月
24
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
11
時

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
20
人
／
先
着
順

（
親
子
も
可
）

講
師
　
生
涯
学
習
指
導
員

持
ち
物
　
牛
乳
パ
ッ
ク
（
１
リ
ッ

ト
ル
）
１
本
、
は
さ
み
、
木
工
用

接
着
剤
、
作
品
を
入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
４
月
８
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

陸
上
競
技
教
室

と
き
　
４
月
10
日（
土
）午
前
９
時
〜

正
午
（
午
前
８
時
50
分
集
合
）

と
こ
ろ
　
田
端
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対
象
　
県
内
在
住
の
小
学
生
〜
高

校
生

内
容
　
走
り
方
の
基
本
、
種
目
別

指
導
等

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

１
９
９
４
事
務
局

０
９
０
（
２

５
５
８
）
８
４
２
６

こ
ど
も
工
作
教
室

　
母
の
日
に
ビ
ー
ズ
の
ブ
ロ
ー
チ

を
作
ろ
う
。

と
き
　
５
月
８
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
20
人
／
先
着
順

（
親
子
も
可
）

講
師
　
生
涯
学
習
指
導
員

費
用
　
60
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
色
鉛
筆
、

は
さ
み
、
作
品
を
入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
４
月
22
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

教
育
相
談

　
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
課
題
を
抱

え
る
児
童
・
生
徒
・
保
護
者
な
ど

か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
今
ま
で
青
少
年
相
談
で
受
け
付

け
て
い
た
青
少
年
お
よ
び
保
護
者

か
ら
の
悩
み
相
談
は
教
育
相
談
で

受
け
付
け
ま
す
。

と
き
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

と
こ
ろ
　
教
育
研
究
室
（
町
民
セ

ン
タ
ー
内
）

教
育
研
究
室

（
７
３
）
４
６

３
９
FAX
（
７
３
）
４
６
４
９

指
定
校
以
外
へ
就
学
す
る
場

合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
住
所
に

よ
り
児
童
・
生
徒
が
就
学
す
る

小
・
中
学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
住
所
が

　著　　パパ’S絵本プロジェクト
出版社　小学館

絵本であそぼ！
子どもにウケるお話し大作戦

　「パパ」を楽しむ、「絵本」を遊ぶ。野球やサッカー、楽器など、親子のきずなを深めるコミュ
ニケーションはいくつもありますが、その一つとして「絵本」はいかがでしょうか。育児現役
のお父さん３人組が自分たちの子どもに絵本を読んだり、お話会を行ったりして、思ったこ
と、考えたことがテーマ別につづられています。楽しく絵本を読むコツがつかめます。

寒川総合図書館発信

この本、知ってる？
本棚のだ〜なの

児童の図書
・
絵　本

変
わ
っ
た
り
、
家
庭
や
児
童
・
生

徒
本
人
に
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た

り
す
る
な
ど
の
理
由
で
、
指
定
さ

れ
た
学
校
と
は
異
な
る
学
校
へ
の

就
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、
学
校

教
育
課
へ
の
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

学
校
教
育
課

内
線
５
２
４
学

事
担
当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
助
成

　
町
で
は
、
野
良
猫
や
捨
て
猫
の

増
加
を
防
ぐ
た
め
、
猫
の
不
妊
や

去
勢
手
術
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

猫
を
飼
っ
て
い
る
人

※
年
度
内
、
各
世
帯
１
匹
の
み
。

町
内
の
動
物
病
院
で
手
術
を
受
け

る
こ
と
。

助
成
額
　
●
不
妊
手
術
（
メ
ス
）

５
０
０
０
円
●
去
勢
手
術
（
オ

ス
）
３
０
０
０
円

申
し
込
み
　
手
術
を
受
け
る
前
に
、

印
鑑
と
預
（
貯
）
金
通
帳
な
ど
の

振
り
込
み
先
が
分
か
る
も
の
を

持
っ
て
、
環
境
課
へ
直
接

※
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

環
境
課

内
線
４
２
５
環
境
保

全
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

PG-12001
長方形
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　緑の相談窓口、各種団体による出
店、花苗の配布（有料）、大道芸、
ふれあい動物園など楽しいイベント
がいっぱいです。

とき　４月29日（木）午前10時〜
午後３時（小雨決行）
ところ　さむかわ中央公園
※会場周辺の道路は大変混雑が予想
されます。また駐車台数に限りがあ
ります。車での来場はご遠慮くださ
い。

都市計画課 内線２７１公園みど
り担当FAX（７４）２８３３

さむかわ

緑のフェスティバル

ニ
コ
ニ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

　
使
わ
な
く
な
っ
た
物
や
、
い
ら
な

く
な
っ
た
物
を
ご
み
に
す
る
前
に
も

う
一
度
活
躍
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
飲
食
物
、
動
植
物
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
係
の
な
い
手
作
り
の
物
、

電
気
製
品
の
販
売
お
よ
び
プ
ロ
の

出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
き
　
５
月
15
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
天
候
不
良
の
場

合
は
16
日
（
日
）
に
順
延
）

と
こ
ろ
　
さ
む
か
わ
中
央
公
園

対
象
　
町
内
在
住
の
世
帯
、
グ

ル
ー
プ
　
１
６
０
店
／
先
着
順

※
１
世
帯
・
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１

区
画
。
出
店
場
所
の
希
望
は
不
可
。

費
用
　
５
０
０
円
（
協
賛
金
）

申
し
込
み
　
４
月
23
日
（
金
）
ま

で
に
、
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
希
望
」
、
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
出
店
物
の
主
な

内
容
を
記
入
し
て
環
境
課
へ
郵
送

で
（
締
め
切
り
日
必
着
）

※
申
し
込
み
は
１
世
帯
・
グ
ル
ー

プ
に
つ
き
１
枚
ま
で
。

環
境
課

内
線
４
２
４
生
活
美

化
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

夜
間
管
理
指
導
員

　
南
部
文
化
福
祉
会
館
の
夜
間
管

理
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
１
人

勤
務
期
間
　
２
カ
月
以
内
（
月
14

日
以
内
）

対
象
　
65
歳
未
満
の
男
性

勤
務
内
容
　
夜
間
の
部
屋
の
貸
し

出
し
、
管
理
、
事
務
補
助
な
ど

勤
務
時
間
　
午
後
５
時
〜
10
時

※
年
末
年
始
、
祝
日
の
翌
日
、
月

曜
日
は
休
館
。

勤
務
場
所
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

賃
金
　
時
給
８
２
５
円

申
し
込
み
　
４
月
10
日
（
土
）
か

ら
17
日
（
土
）
ま
で
の
間
に
同
館

へ
履
歴
書
を
持
っ
て
直
接

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

生
涯
学
習
指
導
員

　
寒
川
町
公
民
館
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
生
涯
学
習
指
導
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
数
　
若
干
名

勤
務
期
間
　
２
カ
月
以
内
（
月
13

日
以
内
）

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
で
き
る

人勤
務
内
容
　
講
座
の
開
催
、
館
の

貸
し
出
し
事
務
等
の
補
助
、
利
用

団
体
指
導
な
ど

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

※
年
末
年
始
、
祝
日
の
翌
日
、
月

曜
日
は
休
館
。

勤
務
場
所
　
寒
川
町
公
民
館
（
町

立
寒
川
小
学
校
内
）

賃
金
　
日
給
６
４
０
０
円

申
し
込
み
　
４
月
13
日（
火
）か
ら

24
日（
土
）ま
で
の
間
に
町
民
セ
ン

タ
ー
へ
履
歴
書
を
持
っ
て
直
接

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
民
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
２

３
３
３
FAX
（
７
５
）
２
２
３
９

さ
む
か
わ
エ
コ
ネ
ッ
ト
目
久

尻
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加
者

と
き
・
と
こ
ろ
　
①
４
月
17
日

（
土
）
午
前
９
時
〜
11
時
　
寒
川

大
橋
〜
宮
山
大
橋
②
５
月
15
日

（
土
）
午
前
９
時
〜
11
時
　
宮
山

大
橋
〜
寒
川
橋

集
合
場
所
　
中
里
公
園

※
汚
れ
て
も
良
い
動
き
や
す
い
服

装
で
。
軍
手
、
金
ば
さ
み
、
ご
み

袋
は
用
意
し
ま
す
。

さ
む
か
わ
エ
コ
ネ
ッ
ト
事
務
局

（
町
役
場
環
境
課
）

内
線
４
２

１
環
境
保
全
担
当
FAX
（
７
４
）
１

３
８
５

さ
む
か
わ
エ
コ
ネ
ッ
ト
　
宮

向
井

０
８
０
（
１
０
８
９
）

７
１
２
３
（
当
日
の
み
）

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者

と
き
・
内
容
　
６
月
６
日
（
日
）

卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
競
技
会

と
こ
ろ
　
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー

（
藤
沢
市
善
行
７
ノ
１
ノ
２
）

対
象
　
県
内
在
住
（
横
浜
・
川
崎

市
を
除
く
）
の
４
月
１
日
時
点
で

13
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
所
持
者
ま
た
は
手
帳
取

得
対
象
と
準
ず
る
障
害
の
あ
る
人

申
し
込
み
　
５
月
６
日
（
木
）
ま

で
に
福
祉
課
へ
電
話
か
直
接

※
障
害
の
程
度
、
内
容
に
よ
っ
て

は
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

福
祉
課

内
線
１
３
４
障
害
福

祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

お
は
な
し
広
場

と
き
　
４
月
24
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

行政情報をお伝えします。
さむかわ情報のひろば（FM83.1メガヘルツ）毎週月曜日　午前９：００〜９：０５
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相
模
川
と
わ
た
し
た
ち
の
生
活
展

　
パ
ネ
ル
展
示
、
講
演
会
や
川
に

か
か
わ
る
市
民
、
団
体
等
の
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
11
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
ひ
ら
つ
か
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
平
塚
市
八
重
咲
町
３
ノ

３
Ｊ
Ａ
ビ
ル
か
な
が
わ
２
階
）

相
模
川
湘
南
地
域
協
議
会
事

務
局
（
県
湘
南
地
域
県
政
総
合

セ
ン
タ
ー
環
境
保
全
課
内
）

４月　
１日㈭

２日㈮

３日㈯ 年度始め臨時開庁（AM）／おはなし会（寒川総合図書館）／おはなし
図書館／こども囲碁・将棋教室

４日㈰ 第60回観桜駅伝競走大会／さむかわB-1バトル第二次選考会

５日㈪ 町立小・中学校始業式・入学式

６日㈫ 狂犬病予防集合注射（小動神社・菅田公園）

７日㈬ 狂犬病予防集合注射（さむかわ中央公園・倉見観音堂緑地）／父親・
母親教室

８日㈭ 狂犬病予防集合注射（倉見地域集会所・青少年広場）／健康づくり体
操の日

９日㈮ 狂犬病予防集合注射（一之宮公園・貴船神社）

10日㈯ おはなし会（寒川総合図書館）／ちびっこクッキング教室／百人一首
かるた教室

11日㈰ 子ども会説明会

12日㈪ 子育て広場

13日㈫ １歳６か月児健康診査

14日㈬ 父親・母親教室

15日㈭

16日㈮ ７か月児相談／２歳児歯科相談

17日㈯ 土曜開庁（AM）／おはなし会（寒川総合図書館）／おはなし図書館／
こども囲碁・将棋教室

18日㈰

19日㈪

20日㈫ 教育委員会定例会／３歳６か月児健康診査

21日㈬ 父親・母親教室

22日㈭

23日㈮

24日㈯ おはなし会（寒川総合図書館）／こども工作教室／おはなし広場

25日㈰

26日㈪ 離乳食講習会

27日㈫

28日㈬ 父親・母親教室／健康づくり体操の日

29日㈭ 第19回さむかわ緑のフェスティバル／さむかわB-1バトル第二次
選考会	 昭和の日

30日㈮ 国民健康保険料、保育料、介護保険料、後期高齢者医療保険料、清掃手
数料従量制第４期納付期限

テレホンサービス　行政ミニ情報　 （７４）１０１０

０
４
６
３
（
２
２
）
２
７
１
１
内

線
２
２
３
２

骨
密
度
測
定

　
あ
な
た
の
骨
年
齢
は
何
歳
で
す

か
。
か
か
と
で
測
定
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
７
日
（
金
）
午
前
９

時
〜
11
時

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

人
　
40
人
／
先
着
順

内
容
　
超
音
波
に
よ
る
測
定
、
栄

養
・
運
動
な
ど
の
事
後
指
導

費
用
　
１
０
０
０
円

申
し
込
み
　
４
月
12
日
（
月
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
か
直
接

健
康
課

内
線
１
６
２
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

離
乳
食
講
習
会
　
か
み
か
み
期

　
離
乳
食
（
３
回
食
・
完
了
）
に
つ

い
て
試
食
を
と
お
し
て
学
び
ま
す
。

と
き
　
５
月
24
日
（
月
）
午
後
２

時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象
　
８
〜
11
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
て
い
る
親
　
15
組
／
先
着

順持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
子
ど
も
用

エ
プ
ロ
ン
・
食
器
・
ス
プ
ー
ン

申
し
込
み
　
４
月
12
日
（
月
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
か
直
接

健
康
課

内
線
１
６
２
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

寒
河
江
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー

　
姉
妹
都
市
山
形
県
寒
河
江
市
を

訪
ね
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
体
験
や

山
菜
料
理
な
ど
を
楽
し
む
親
善
バ

ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
６
月
26
日
（
土
）
〜
27
日

（
日
）
（
１
泊
２
日
）

※
申
込
方
法
や
費
用
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
観
光
協
会

（
７
５
）
９
０

５
１
FAX
（
７
２
）
１
２
２
４
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寒川町食生活改善推進団体　小林 （７４）７２３７

①玉ネギはみじん切り、チーズは小さいさ
いの目切りにする。

②キャベツはラップに包み、100ｇにつき
１分の割合で電子レンジで加熱する。

③②を４〜５㎝角に切ったものを24枚用
意する。

④ボウルに合いびき肉・玉ネギ・卵・
（Ａ）を入れて粘りが出るまでよく混
ぜる。さらにチーズを加えて混ぜ、24
等分する。

⑤手にキャベツを１枚広げ、④のたねを包
むように握り、たねの表面が平らにな
るように調える。

⑥ミックスベジタブルを⑤の表面に押しつ
けるようにして飾り、オーブンシート
を敷いた蒸し器に並べ、湯気が上がっ
てきたら約８分蒸す。

作り方

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人　口	 4 7 , 7 3 8 人	（1人減）

世　帯	 1 8 , 0 3 1 世帯	（22世帯増）
（　）内は前月との比較　

３月１日の人口と世帯

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/mobile/m/index.html

　３月６日、町民センターで小学生を対

象とした「子どものための木工教室」を

開催しました。

　参加したのは町内の小学生20人。

　作るものは自由で、金

づちを使ってくぎを

打ったり、接着剤を

使って木片同士をつなぎ

合わせたりして、さまざ

まなものを作りました。

　講師の（社）日本ＤＩＹ協会会員と、どんなものを

作りたいか相談し、アドバイスをもらったり、ときに

は手本をみせてもらったりしながら、和気あいあいと

した雰囲気でした。

　参加した子どもたち

は想像力豊かにものづ

くりを楽しんでいまし

た。

LetterfromSAMUK
AW

A

玉ネギ　１/４個／プロセスチーズ　60g／キャベツ　４〜
５枚／合いびき肉　200ｇ／卵　１個／ミックスベジタ
ブル　大さじ３〜４
（Ａ）塩　小さじ１/２／コショウ　少々／酒　大さじ１／
かたくり粉　大さじ１／しょうゆ　小さじ１／砂糖　小さじ１

材料　４人分
１人分あたり221kcal・塩分0.3ｇ

町長からの
手紙

おいしく楽しく健康に

キャベツ巻シューマイ

広報さむかわリニューアル

　５月号から広報さむかわがリニューアルします。

　町から町民の皆さんに伝えたいことを発信する

ツールとしての役割に重点を置き、紙面の見直し

を行いました。

　一部横書きを取り入れるなどといった工夫をし

て、１ページあたりの情報量を増やし、かつ読み

やすい紙面としました。

　連載では、昭和50年11月発行の広報さむかわ

第190号から食生活改善推進団体にご協力をいた

だき、掲載をしてきた「ナイスＣｏｏｋｉｎｇ」。

このたびの見直しにより、その役目を終了するこ

ととしました。35年の長きにわたり、栄養の知

識を伝え続けた同団体の皆さんには、感謝申し上

げるとともに、さらなるご活躍を期待しています。

　今後も分かりやすく、町民の皆さんに親しまれ

る『広報さむかわ』を目指していきますので、よ

ろしくご愛読ください。


